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１．はじめに 

 ガーナ共和国アシャンティ州における農民自身で整備可能な小規模な水田の水路は、土

水路であるため現地の強度の強い降雨や洪水によって侵食崩壊し、営農が妨げられている。

持続的な維持・管理のためには、施設は農民が実施できる技術と入手可能な材料で作られ

ることが重要である。木製柵渠はこの条件を満たす工法であるが、天然材料の木材は使用

環境により経年劣化の進行が大きく異なる。また、水路に導入した木製柵渠の耐久性の予

測はこれまで発表されていない。ここでは、土水路の侵食を防止する目的で水路内に設置

した木製柵渠の耐久性から、その利用可能性について報告する。 

２．調査方法 

 調査は、ガーナ共和国アシャンティ州クマシ市の

郊外に位置する試験サイトで実施した。水路は取水施設

からほ場までの幹線水路と、ほ場内の支線水路からなり、

それぞれの水路の側壁に設置された木製柵渠を対象とし

た（図1）。幹線用水路は幅 W=1.0m、壁高 H=0.8～1.0m 、

支線水路は幅 W=0.5m、壁高 H=0.5m である。幹線水路

の南東は森林（山側）、北西は湿地帯（沢側）に面す

る（図 2）。横板は計 311 枚あり、市場で販売されて

いる規格品を防腐処理などの保存加工を施していな

いものを使用した。 

  調査では、幹線用水路の山側側壁、幹線用水路の

沢側側壁、支線水路の３つの区間に設置した木製柵

渠の上段、中段、下段の劣化状態を調査した。劣化状況

は、設置から約 3ヶ月、７ヶ月、11 ヶ月経過した木製柵

渠の横板の経年変化を、既往の被害度評価法（表 1）に

より 6段階の被害度で評価した。

３．結果と考察 

 各設置場所における被害度の分布の推移

と平均被害度の推移を図 3､4 に示す。 

幹線水路の山側に設置した柵渠では、設置

から 3 ヶ月目に劣化を確認した。その後劣化

は、時間の経過と共に進行した。設置から約
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被害度 観察状態 

0 健全 

1 部分的に軽度の虫害、または腐朽 

2 全面的に軽度の虫害、または腐朽 

3 
2.の状態のうえに部分的にはげしい虫

害、または腐朽 

4 全面的にはげしい虫害、または腐朽 

5 虫害、または腐朽により形がくずれる 

図 2 試験水路略図  
Fig.2 Location of wooden-fence for test

図 1 木製柵渠の構造図  
Fig.1 Structure of wooden-fence

表 1 被害度評価法  
Table.1 Standard of degradation assessment 

出典:雨宮 1)

［5- 13］ Ｈ25 農業農村工学会大会講演会講演要旨集

－486－



図 3 被害度の分布の推移
Fig.3 Change of deterioration grade 

図 4 木製柵渠の横板の平均被害度の推移 
Fig.4 Change of average deterioration grade

11 月後には、幹線水路山側の約

50％が被害度 3 以上の被害度とな

った。一方、幹線水路の沢側や支線

水路内に設置した木柵では、設置か

ら 11 ヶ月後の劣化はほとんど生じ

なかったことが分かった。 

平均被害度の推移から、幹線水路

山側の上段の被害度が最も大きく、

劣化の進行が早かったことが分か

った。主に森林等を生息域とし朽木

等を食糧とするシロアリが劣化の

原因で、そのために森林に面する幹

線水路の山側が、幹線水路の沢側や

支線水路より被害が大きかったので

はないかと考えられる。 

森ら 2)によると、一般的に被害度が

2.5 に達した年数を「耐用年数」、とし

ている。しかし、本調査では、水路の

侵食防止を目的とした耐久性の検討で

あるため、被害度 5 の「虫害または腐

朽により形が崩れる」を「破断し侵食

防止機能を損なった部材（以下、損傷

部材）」と定義し、設置 11 ヶ月経過時

の「損傷部材」の出現度合を調べてみ

たところ、その割合は柵渠全体の約

4％、幹線水路の山側の約 9％であった。 

４．まとめ 

 今回の調査では、設置箇所による木製柵渠の劣化進行の違いが明らかになった。特に、側壁が森

林に接する水路の柵渠ではシロアリの被害を受けている。そのため、使用にあたっては防蟻処理等

の保存加工が必要となる可能性がある。また、森林に近くても水路で分断され側壁が森林に面しな

い水路やほ場内の水路の木製柵渠は、現時点でほとんど劣化が見られていないことから、侵食防止

を目的とした木製柵渠を水路内で利用できる可能性が高いと考えられる。

 今回、被害度を用いて水路内の木製柵渠を評価した。利用環境等で異なるが、本施設の場合は損

傷し施設の機能が損なわれる被害度 5 を耐用年数とした。今度も継続的な劣化調査を行うほか、樹

種別の劣化進行の評価やトータルコストの推定を行う予定である。
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